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埼
玉
県
深
谷
市
は
中
山

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
『
青
天
を
衝
け
』
の
主

人
公
・
渋
沢
栄
一
の
生
誕

の
地
だ
。

　

人
口
約
14
万
人
。
北
部

に
利
根
川
、
南
部
に
は
荒

川
が
流
れ
、
肥
沃
な
土
地

に
育
つ
「
深
谷
ね
ぎ
」
が

特
産
品
だ
。

　

ド
ラ
マ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
が
近
づ
い
た
２
０
２

１
年
12
月
に
深
谷
市
の
渋

沢
栄
一
記
念
館
を
訪
れ
た
。

記
念
館
は
下し

も
て
ば
か

手
計
に
あ
る

が
、
生
誕
の
地
の
「
血
洗

島
」
と
い
う
物
騒
な
地
名

の
由
来
に
つ
い
て
は
、
次

の
２
説
が
有
力
だ
。

〈
平
安
時
代
に
八
幡
太
郎

義
家
の
奥
州
遠
征
の
途
中
、

付
近
で
合
戦
が
あ
り
家
臣

の
一
人
が
切
り
落
と
さ
れ

た
片
手
を
洗
っ
た
。
そ
し

て
土
地
の
人
が
そ
の
手
を

近
く
に
葬
っ
た
〉

〈
利
根
川
の

洪
水
に
よ
る

氾
濫
原
の
た

め
、
地
を
洗

う
よ
う
に
流

れ
た
と
い
う

意
味
で
地

洗
と
か
地

荒
（
地
が
荒

れ
る
と
い
う

意
）
と
言
わ

れ
た
。
い
つ

の
間
に
か
地

が
血
と
な
り
、
血
洗
島
と

な
っ
た
〉

　

渋
沢
栄
一
記
念
館
の
近

く
の
信
号
機
に
は
確
か
に

「
血
洗
島
」
と
あ
る
。
記

念
館
は
１
９
９
５
年
に
オ

ー
プ
ン
し
、
渋
沢
の
遺
墨

や
写
真
な
ど
が
多
数
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

入
口
に
は
「
祝　

渋
沢

栄
一
１
万
円
札
に
」
と
プ

リ
ン
ト
さ
れ
た
の
ぼ
り
が

立
っ
て
い
た
。

　

２
年
後
の
２
０
２
４
年
に
20
年
ぶ
り
に
一
新
さ
れ
る
１

万
円
札
の
「
顔
」
と
な
る
渋
沢
栄
一
翁
。「
日
本
の
資
本
主

義
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
渋
沢
が
設
立
、
経
営
に
関
与
し
た

企
業
は
国
内
で
５
０
０
社
以
上
あ
り
、
道
内
で
も
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
の
ル
ー
ツ
と
な
る
札
幌
麦
酒
株
式
会
社
な
ど
17

以
上
の
会
社
・
団
体
に
の
ぼ
る
。
渋
沢
に
関
係
し
た
道
内

ゆ
か
り
の
地
と
栄
一
が
生
ま
れ
育
っ
た
埼
玉
県
深
谷
市
血

洗
島
を
訪
れ
な
が
ら
、
道
民
へ
の
箴
言
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

を
聞
い
た
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
黒
田　

伸
）

「
血
洗
島
」を
訪
ね
て

　

展
示
の
目
玉
は
「
渋
沢

栄
一
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」
に

よ
る
「
講
義
」
だ
。
渋
沢

が
生
涯
を
か
け
て
追
い
続

け
た「
道
徳
経
済
合
一
説
」

が
渋
沢
の
肉
声
を
元
に
合

成
さ
れ
、
高
く
し
ゃ
が
れ

た
声
が
流
れ
る
。
そ
れ
に

合
わ
せ
て
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

の
渋
沢
が
身
振
り
手
振
り

説
明
す
る
。

 

「
道
徳
経
済
合
一
説
」
と

は
、
道
徳
と
利
益
の
追
求

は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、

こ
れ
ら
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
だ
、
と

の
考
え
方
。

　

利
益
を
得
よ
う
と
し
て

道
徳
に
反
す
る
こ
と
を
行

え
ば
、
遅
か
れ
早
か
れ
、

利
益
が
失
わ
れ
事
業
が
ダ

メ
に
な
り
、
逆
に
お
金
が

少
な
け
れ
ば
道
徳
的
に
行

動
し
続
け
る
こ
と
は
難
し

く
、
事
業
は
続
か
な
い
。

つ
ま
り
「
綺
麗
ご
と
」
だ

け
で
は
そ
も
そ
も
続
か
な

い
と
い
う
経
済
の
教
え
を

説
い
て
い
る
。

　

血
洗
島
に
は
渋
沢
の
実

家
の
「
中
の
家
」（
な
か

「
道
徳
経
済
合
一
説
」と
は

渋沢栄一翁 から
NHK大河ではわから なかった

●あの「拓銀」も渋沢翁の
　肝いりだった…

道民へ　
　の “箴 言”

特
集

メッ　　  セージ

▲渋沢が幼少のころを過ごした中の家（なかんち）
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